










































調査対象は，先行研究 3）で調査した A 大学看護学部看























































44 人（24.3％），「１㎝のがんができるまで 10 年以上かか
る」が 40 人（22.1％），「がんは細胞の老化による病気であ







で は ， 2 年 生 （ M± SD=3.0± 0.6） と 3 年 生
（M±SD=3.52±0.9）で平均値に有意差が見られた。1 年生
と 3 年生，1 年生と 2 年生で有意差は見られなかった。　
「がんは細胞の老化による病気である」の項目では，1 年
生（M±SD=2.1±2.7），2 年生（M±SD=2.1±2.7），3 年生
（M±SD=2.6±3.1）で 1 年生と 3 年生，2 年生と 3 年生で










（M±SD=2.4±2.9），3 年生（M±SD=2.9±3.5）で 1 年生と




3 年生（M±SD=3.0±3.5）で 1 年生と 3 年生，2 年生と 3
年生で平均値に有意差が見られた。1 年生と 2 年生では有
意差は見られなかった。
「生活の欧米化によって『欧米化が』」が増加している」の
項 目 で は ， 1 年 生 （ M± SD=2.8± 3.3）， 2 年 生
（M±SD=3.4±3.8），3 年生（M±SD=3.4±3.9）で 1 年生と




（M±SD=3.2±0.9），3 年生（M±SD=3.6±3.5）で 1 年生と




（M±SD=3.2±1.3）で 1 年生と 2 年生，1 年生と 3 年生で












































































ター：がんの統計’13,2013 年 5 月 10 日アクセス，http :
//ganjoho.jp/public/statistics/．
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